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の関係からWeissella spp.とLactobacillus brevisが候補細菌と考えられた。Lactobacillus buchneriはビール粕を含むTMR
サイレージには共通していたが、トウフ粕を含むTMRサイレージには検出されなかった。このDGGE解析で同定さ
れた乳酸菌は、TMR材料およびTMRサイレージからすべて培養可能な細菌として分離できた。しかし、トウモロ




















とLactobacillus brevisの関与が示されるとともに、培養法による解析からL. brevis、Lactobacillus buchneri
およびPediococcus acidilacticiの関与が示唆された。これらの変敗防止能を確認するためトウモロコシサ
イレージへの添加実験を行ったところ、L. buchneriとP. acidilacticiにその効果が認められた。Weissella spp.
とL. brevisは変敗を抑制しなかったが、単独ではなく複合添加での検討が必要と考えられた。 
好気的安定性の有用性を給与試験で検証したところ、開封後1週間空気にさらしてもヤギの自由摂取
量は低下しないことが示された。すなわち、TMRサイレージの好気的安定性は、実用的に高い価値を有
することが確認された。 
 これらの知見は、食品副産物の高度利用だけでなく、牧草サイレージの変敗防止技術を確立するうえ
できわめて重要である。微生物の関与を群集解析でアプローチした点も高く評価できるため、王 福金
氏は自然科学研究科の博士（学術）の学位を受ける資格があるものと判断した。
